
 

 

 

 

 

第 28期   事   業  報   告 
 

自  令和 3 年 4 月  1 日 

 

至  令和 4 年 3 月 31 日 

 

１. 株式会社の現況に関する事項 

（１）事業の経過及びその成果 

第 28期も、新型コロナウイルス感染症による大きな影響もなく業務を遂行す

ることができました。 

今期は前期と比較し、搬入量が約 3千トン減少したものの、搬出量が約 43千

トン増加したため、取扱量は約 40千トン増加しました。 

一方、調整土用ベルトコンベアの増設、砕石ストックヤード擁壁の新設を行

ったものの、各科目の計画的な執行に努めたことなどにより、売上高等は目標

額を上回ることができました。 

具体的には、売上高は 7％増の 548 百万円、経常利益は 23％増の 112 百万円、

当期純利益は 39％増の 85百万円となりました。 

また、「エコアクション 21」の認証取得や「健康経営優良法人 2022」の認定

を受けることができました。 

 

 

（２）今後の見通しと対処すべき課題 

3年計画である第 6次中期経営計画の最終期にあたる第 29期の取扱量、売上 

高及び当期純利益については、まずは、この経営計画に掲げた 467千トン、530

百万円、43百万円を目指して参りたいと考えております。 

そのうえで、更なる効率的な経営に努めるとともに、一層の経営基盤の強化

を目指した第 7次中期経営計画を策定して参ります。 

また、当社製品の品質管理の充実や新製品の開発にも努め、ホームページを

はじめとする各種広報手段を効果的に活用し、製品の一層の利用促進に取り組

んで参ります。 


